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1.平成21年度複合生態フィールド教育研究センター
技術発表研究会
技術研究発表会要旨
1)冬期湛水･有機栽培水田における耕種的抑革効果の検討
栽培植物環境科学分野　宇野　亨
研究背景･目的冬期湛水水田とは,渡り鳥の越冬地(ね
ぐら･えさ場･休息地)となる似湖沼にするため,冬
期間水を張った水田のことであり,ふゆみずたんばと
も呼ばれている｡日本では過去行われてきた干拓によ
る越冬地の減少が渡り鳥の過密化を招いており,それ
による生息環境の悪化(ェサ場が減少･病気が蔓延し
やすい)や鳥害(糞害や作物-の食害)の増加が懸念
されている｡各地に疑似湖沼(ふゆみずたんば)を作り,
またそこで餌となる生き物が豊富になれば,渡り鳥の
越冬地･採食域の拡大･分散が可能になると考えられ
ている｡
フィールドセンターでは, 2007年冬から試験的に冬
期湛水と併用した水稲有機栽培を導入しているが,栽
培管理にあたって雑草の抑制(抑草)が難しく,手取
り除草で対処したため多大な労力がかかるという問題
があった｡また,実際の現場においても,例えば宮城
県の伊豆沼を中心に広がりを見せている冬期湛水有機
栽培水田では,作期を経る毎に雑草発生が増加する圃
場も見られており,冬期湛水･水稲有機栽培を拡大し
ていく上で抑草体系の確立が課題となっている｡
水田雑草のほとんどは発芽～生育初期において光と
酸素のいずれか(または両方)を必要とすることが分
かっている｡そのため,各雑草の生育初期までの適期
に合わせて,光･酸素供給を断つ耕種管理(深水管理,
有機質資材の利用,中耕除草など)を行うことができ
れば,効果的に抑草できると考えられる｡これらの耕
種的抑草法は既に経験的に知られた技術であるが,同
様な圃場条件下で,冬期湛水･有機栽培水田で定量的
な効果を明確にした例はない｡
本研究の目的は,冬期湛水･水稲有機栽培体系実施
水田(作付2年目)において,深水管理に加えて,有
機質資材(米ぬか)利用及び中耕除草による抑草処理
を行い,その有効性を検討することである｡
材料および方法
試験圃場:東北大学農学研究科附属複合生態フィー
ルド教育研究センター内水田(4- 1号開田)
(平成19年度の水稲作付後から冬期湛水を含む水稲
有機栽培体系を継続している)
供試品種:ひとめぼれ
(Oryza sativa L. cv. Hitomebore)
栽培方法:冬期湛水･有機栽培(冬期間水田を湛水
状態に保ち,水稲作は無農薬･無化学肥料で行う)
播種-2009年4月16日　移植-5月28日
収穫-10月15日
処理区の設定
処鍾区 俐ﾙGﾉ_ｹd?抑草方法 
深水区(対照) ?隸ｩ%?R騁ﾈｴ?ﾙGﾂ?[水管理のみ 
深水+米ぬか区 剞[水管理+有機質資材散布 
深水+米ぬか+中耕区 剞[水管理+有機質資材散布+中耕除草 
抑草方法 倬隸｢??B?ﾋらい 
深水管理 ?隸ｩ%?X鳧ｷ??ｩ?ﾎ2??酸素供給遮断 
(水深10cm以上) ?5??
有機質資材 ?ｩ?+ﾈﾎ2????ﾕ断,強遷元による 
(米ぬか)散布 剋_素供給遮断 
中耕除草 ?ｩ?ﾎ3rﾓ??ｩh?田面水懸濁による光速 約1ケ月/3-4回 ?bﾉZ謁ﾙ4傚ﾉ??
調査項目:
･水深
･田面水の濁度(濁度計: ysI6000MS-0)
･田面水の溶存酸素濃度(DOメーター: YSI550A)
･栽培期間中の雑草の種類と発生数,地上部乾物重
･水稲の生育と収量,地上部乾物重
結果および考察
1.田面水環境
5/28　の移植後,稲の苗が水没しないぎりぎりまで水
を張り,その後苗の生長に合わせて水深をあげていっ
た｡しかし,初期は苗が小さかったため全体的に浅く,
また深い時期でも,地表面の均平が取れていないため
深水(対照)　　　　　深水+米ぬか　　　深水+米ぬか+中耕
図1.田面水の濁度の推移
(エラー/i-は標準誤差を､異なるアルファベッMtukey法により5%水準で処理区間に有意差があることを示す)
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深水(対照)　　　　深水+米ぬか　　深水+米ぬか+中耕
図2.田面水懸濁による光遮断､物理的除草
(エラー/トは標準誤差を､異なるアルファ^IlJトはtukey法により1 %水準で処理区間に有意差があることを示す)
に一部では10cm以上の水深があったが, 5cm以下の浅
い地点もあり,結局水深は平均すると6cm程度で推移
した｡雑草,特にヒエの抑制のためには水深10cm　以
上が必要とされており,本試験では深水管理とは言い
がたい結果となった｡これは苗と圃場,両方の準備が
うまく出来なかったためであり,大苗の育苗,圃場の
均平化が今後の栽培の上でも課題となった｡米ぬかを
散布した区では濁度が有意に高く,また散布45　日後
(7/15)には,特に米ぬか+中耕区でさらに高い値とな
っていた(図1)｡有機栽培水田の特徴として,田面水
が濁り水となることがよく言われるが,今回処理した
ような,有機栽培に特有の耕種管理の寄与が大きいも
のと考えられた｡溶存酸素濃度も米ぬか散布の有無に
よって大きく異なり,散布した区で有意に低くなった
(図2)｡散布45　日後にも同様の傾向であり,有機質資
材の散布が田面水環境に及ぼす影響は1ケ月以上持続
することが示唆された｡
2.雑草および水稲の生育,収量
雑草発生数:中耕除草までを終えた7/17の段階にお
いて,各区共通して見られた主要な雑草はコナギ･タ
イヌビエ･キカシグサ･ホタルイであった(図3)｡コ
ナギ･キカシグサの数は米ぬか散布の有無により,ま
た,タイヌビエの数は中耕除草の有無によりそれぞれ
有意な差があり,雑草に対して効果のあったことが示
唆された｡ただし,タイヌビ工は中耕除草を行わない
対照区でも少ない傾向となっていた｡この原因は不明
であるが,米ぬか散布が無いことで大量に発生したコ
ナギやキカシグサとの競合で,ヒエの発生が抑制され
た可能性が考えられた｡ 10/15　の水稲成熟期において
は,全体的に数は少なくなっており,稲を含む個体間
の競合が働いたものと考えられた｡しかし,キカシグ
サには減少傾向が見られず,対照区では新たに発生し
てくる草種も見られた｡
水稲生育: 6/10の時点で,米ぬか散布後の2区で有
意ではないものの葉色の低い傾向が見られた｡米ぬか
散布が移植後の根の活着や,活着後の養分吸収に影響
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図3.雑草発生数の推移(エラーバーは標準誤差を示す)
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した可能性が考えられたが,その後の生育では,対照
区と同等以上まで回復した｡草丈は,生育初期には変
わらなかったが,最終的には米ぬかを散布した2区で
高い傾向となった｡菓齢は処理による差は見られなか
った｡茎数についても差は見られなかったが,草丈と
同様,収穫期には米ぬかを散布した2区で高い傾向で
あった.上乗せして散布した米ぬかが養分として働き,
草丈･茎数の増加に寄与していることが考えられた｡
雑草地上部乾物重:水稲成熟期の雑草の乾物重は,
コナギ･タイヌビエ･キカシグサが大部分を占めてい
た(図4)｡合計がもっとも大きいのは深水+米ぬか区
であり,他の区に比べタイヌビエが大きいことが要因
であった｡コナギ･キカシグサはいずれも米ぬか散布
によって発生数の減少が見られた種である｡最終的に
は,キカシグサの乾物重は数と同様に抑えられていた
ものの,コナギは3　つの区で同程度の乾物重となって
おり,密度を減らしても残った個体がその分大きく育
ってしまうことが示された｡
水稲地上部乾物重:成熟期の水稲地上部乾物重は,
有意な差はないが,深水+米ぬか+中耕区が最も大き
い傾向で,深水区(対照)と深水+米ぬか区は同程度
であった(図4)｡雑草と合算したm2当たり乾物重は,
深水区(対照)に比べ他の2　区で高い傾向で,米ぬか
の養分が上乗せされていることを反映しているものと
思われた｡
水稲収量:玄米収量は乾物重と同様,深水+米ぬか+
中耕区(438g/m2)が最も高く,深水区(295g/m2)と
深水+米ぬか区(285g/ m2)はそれより低く同程度であ
った｡この結果から,米ぬかを散布しただけでは,雑
草発生数が抑えられたとしても,残った雑草に対して
米ぬかが養分として働き,散布しない場合と同程度ま
で水稲を減収させてしまうことが示唆された｡中耕除
草と組み合わせた場合は,米ぬか散布下でもなお発生
してきた雑草を,減らし,または成長を遅らせることで,
その間に水稲の生育を確保できるのではないかと考え
られた｡そのため,コナギの数や生育を抑えることで,
さらに増収が可能になると考えられた｡
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図4.水稲成熟期における水稲及び雑草の地上部乾物重
(エラーバーは標準誤差を示す)
